
（別紙４）

～ 2025年　11月　15日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

～ 2025年　11月　29日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

～ 2025年　11月　29日

（対象数） 3 （回答数） 3

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 助言後も継続してフォローアップしていく。

2
研修等で専門性を深め、特性に応じた支援を取り入れてい

く。

3 事前に保護者から心配事等の聞き取りをする。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
想定される困り事に対応するため、教具教材を持参してい

く。

2
緊急時の対応について、訪問先施設や保護者を話し合い連携

をとっていく。

3
訪問時に担任の先生と意見交換を行ったうえで、個別支援画

を立てている事を伝えていく。

○事業所名 ゆうるごー

○保護者評価実施期間 2025年　11月　1日

○保護者評価有効回答数

2025年　11月　18日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年　11月　25日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 2025年　11月　18日

保育所等訪問支援計画（個別支援計画）には訪問先支援や担任

等の意向を盛り込んでいる。
盛り込まれている事を保護者に伝えきれていなかった。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

訪問支援に使用する教具教材の準備。 訪問先で取り組みに応じた教具教材を口頭で提案していた。

緊急時の対応について、訪問先施設と連携し実践している。 緊急時の欠席等の連絡を伝え合う事を確認できていなかった。

面談や子育てに関する助言等の支援を定期的に行っている。
定期的に訪問支援を行い、その後すぐに面談にて子育て関する

助言等をしている。

子どものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性

のある支援を行っている。

保護者や訪問先と日々の子ども達の様子を意見交換し、連携を

深めている。

保育所等訪問支援を実施した際、保護者に対して適切に共有し

ている。
訪問支援後の面談をすぐに行うように心がけている。

事業所における自己評価総括表公表


